
鳥取を変える 鳥取から変わる 鳥取元気プロジェクト
～県民とともに、ふるさとの元気を創る～

◎
人
を
元
気
に

　
人
口
最
少
県
だ
か
ら
こ
そ
、人
は
鳥
取
の
宝
で
す
。「
子
育
て
王
国
と
っ

と
り
」が
、未
来
へ
の
ゆ
り
か
ご
と
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
健
康
と
知
恵

と
活
躍
が
、地
域
を
育
て
ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
全
県
で
取
り
組
み
、ス

ポ
ー
ツ
や
ア
ー
ト
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
輝
く
女
性
の
参
画
、障
が
い
者

と
健
常
者
の
共
生
社
会
な
ど
、一
人
ひ
と
り
を
地
域
で
支
え
ま
す
。

●
地
域
の
協
力
を
得
て
、保
育
料
第
3
子
無
償
化
と
高
校
ま
で
小
児
医
療
助
成
拡
大

●
少
子
化
対
策
を
展
開
し
て
合
計
特
殊
出
生
率
を
０
·
１
引
き
上
げ
1
·
7
2
へ

●
女
性
が
輝
く
企
業
へ
の
支
援
で
女
性
活
躍
企
業
を
2
0
0
社
に

●
高
齢
者
技
能
人
材
バ
ン
ク
設
置
な
ど
元
気
シ
ニ
ア
の
活
躍
支
援

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
検
討
や
ガ
ン
検
診
受
診
対
策
な
ど
医
療
・
介
護
体
制
構
築

●
元
気
と
健
康
を
支
え
る
地
域
・
職
域
で
の
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
推
進

●
英
語
教
育
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
じ
め
学
力
向
上
対
策

●
未
来
の
ア
ス
リ
ー
ト
選
手
を
育
て
る「
め
ざ
せ
オ
リ
・
パ
ラ
！
」応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
文
化
芸
術
の「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」推
進
と
、拠
点
と
な
る
美
術
館
建
設
へ

●「
人
権
施
策
基
本
方
針
」を
改
訂
し
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
推
進

●
帰
国
時
支
援
体
制
構
築
や
政
府
へ
の
要
請
活
動
な
ど
拉
致
被
害
者
支
援
　
　 

な
ど

◎
産
業
を
元
気
に

　
産
業
と
雇
用
は
地
域
の
大
黒
柱
で
す
。
医
療
健
康
関
連
や
次
世
代
パ
ネ

ル
な
ど
近
未
来
型
産
業
を
創
造
し
、地
元
企
業
の
経
営
革
新
や
起
業
・
事

業
承
継
を
支
援
し
、雇
用
を
守
り
ま
す
。
食
の
み
や
こ
鳥
取
県
の
農
林
水

産
業
の
恵
み
を
生
か
し
、フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
し
て
発
展
さ
せ
ま
す
。
北
東

ア
ジ
ア
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
と
し
て
、観
光
や
経
済
の
拠
点
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
就
業
環
境
支
援
策
等
を
進
め
新
規
正
規
雇
用
1
万
人
チ
ャ
レ
ン
ジ

●
県
版
経
営
革
新
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
よ
り
県
内
中
小
企
業
を
支
援

●
航
空
機
・
自
動
車
部
品
や
医
薬
健
康
関
連
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
企
業
誘
致

●
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
や
し
っ
か
り
育
て
る
事
業
承
継
の
支
援

●
農
業
活
力
増
進
プ
ラ
ン
の
実
行
と
県
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

●
県
産
品
輸
出
拡
大
や
６
次
産
業
化
な
ど
フ
ー
ド
バ
レ
ー
戦
略
の
推
進

●
自
然
と
生
き
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
進
め
る
農
林
水
産
業
就
業
支
援

●
木
づ
か
い
の
国
と
っ
と
り
や
機
械
化
な
ど
山
を
動
か
す
林
業
活
性
化

●
漁
船
増
強
や
育
て
る
漁
業
、高
度
衛
生
処
理
な
ど
水
産
振
興

●
境
港
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
は
じ
め
北
東
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
ー
機
能
強
化

●
国
際
リ
ゾ
ー
ト
鳥
取
で
外
国
人
宿
泊
客
年
６
万
人
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

◎
ま
ち
を
元
気
に

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
花
開
く
、魅
力
あ
ふ
れ
る
鳥
取
県
を
創
り
ま
す
。

安
心
の
防
災
対
策
を
進
め
、鳥
取
西
道
路
開
通
な
ど
高
速
道
整
備
、鉄
道

高
速
化
の
検
討
や
高
速
通
信
網
構
築
を
は
じ
め
、地
域
の
発
展
基
盤
を
整

備
し
ま
す
。
自
然
や
マ
ン
ガ
等
の
資
源
を
生
か
し
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

移
住
を
引
き
込
み
、中
山
間
地
や
ま
ち
な
か
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

●
4
年
間
で
I
J
U
タ
ー
ン
4
千
人
達
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
米
子
駅
南
北
一
体
化
、リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
魅
力
あ
る
ま
ち
な
か
活
性
化

●
鳥
取
県
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ「
い
き
い
き
長
寿
の
里
」づ
く
り

●
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
完
了
や
防
災
教
育
、土
砂
災
害
対
策
等
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
防
災
対
策

●
原
子
力
環
境
セ
ン
タ
ー
整
備
等
の
原
子
力
安
全
対
策
を
講
じ
、安
全
を
第
一
と
し
た
厳
正
な
原
発
対
応

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
じ
め
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
な
ど
、緩
や
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

●
森
の
よ
う
ち
え
ん
や
小
水
力
発
電
を
は
じ
め
里
山
資
本
主
義
の
先
導
的
推
進

●
鳥
取
西
道
路
全
通
な
ど
高
速
道
や
港
湾
・
河
川
を
は
じ
め
イ
ン
フ
ラ
の
確
立

●「
空
の
駅
」推
進
な
ど
空
・
海
の
玄
関
口
魅
力
向
上

●
大
山
千
三
百
年
祭
や
山
陰
海
岸
な
ど
エ
コ
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
展
開

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・ホ
ス
ト
シ
テ
ィ
や
陸
上
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
じ
め
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
実
現 

な
ど

◎
改
革
と
絆
で
元
気
に

　
県
民
参
画
と
現
場
主
義
に
基
づ
く
県
政
改
革
と
、大
都
会
に
は
な
い「
顔

の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
絆
を
力
に
、鳥
取
県
が
地
方
創
生
の
旗
手
と

な
り
ま
す
。
住
民
の
力
で
地
域
を
動
か
す「
鳥
取
力
」と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

「
支
え
愛
」こ
そ
、鳥
取
県
の
元
気
の
源
で
す
。
住
ん
で
、訪
れ
て
よ
か
っ
た

と
誇
れ
る
鳥
取
県
を
、県
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
追
求
し
ま
す
。

●
市
町
村
、N
P
O
等
と
連
携
し
、鳥
取
県
こ
そ
地
方
創
生
の
旗
手
に

●
暮
ら
し
を
支
え
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
や
生
活
交
通
モ
デ
ル
構
築

●
実
質
的
借
入
残
高
を
増
や
さ
な
い
健
全
な
県
財
政
運
営

●
女
性
が
輝
く
社
会
に
向
け
県
庁
の
管
理
的
地
位
の
女
性
を
30
％
へ

●
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
と
し
て
の
障
が
い
者
芸
術
の
全
国
的
祭
典
開
催   

　
な
ど

平
井
し
ん
じ

鳥
取
県
知
事
選
挙
立
候
補
者

■ 2014年 11月 「手話パフォーマンス甲子園」初開催
  全国初の危険ドラッグ厳罰化条例
 9月 山陰海岸の世界ジオパーク再認定
 7月 「あいサポート・アートとっとりフェスタ」開催
 3月 駟馳山バイパス供用開始
  鳥取～羽田便1日5便化実現
■ 2013年 12月 山陰道赤碕中山～名和間開通
 10月 全国初の「手話言語条例」制定
 5月 「全国植樹祭」を開催
 4月 県立琴の浦高等特別支援学校開校
 3月 「鳥取県民参画基本条例」の制定
■ 2012年 11月 「国際マンガサミット鳥取大会」開催
 10月 米子～羽田便1日6便化実現
 4月 少人数学級を小中全学年実施
■ 2011年 12月 周辺自治体で全国初の原発安全協定締結
 10月 「全国豊かな海づくり大会」を開催
 4月 子ども医療費助成を中学まで引き上げ
■ 2010年～2007年
 2010年 山陰海岸ジオパークの世界認定
  「子育て王国とっとり」宣言
  鳥取道の県内全線開通
 2009年 「あいサポート運動」開始
  境港と韓国・ロシアを結ぶ定期貨客船就航
 2008年 境港・八頭に県営「ふるさとハローワーク」
 2007年 「移住定住サポートセンター」開設
  子育て応援パスポートを開始

県民とともに県政を進めた平井しんじの歩みEE

◇
鳥
取
県
民
参
画
基
本
条
例
制
定

　
鳥
取
ら
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
土

台
と
な
る
制
度
と
し
て
、全
国
都
道

府
県
初
の
常
設
型
住
民
投
票
制
度

を
含
む
県
民
の
参
画
を
仰
ぐ
県
政
の

基
本
を
定
め
ま
し
た
。

◇
１
万
人
雇
用
達
成
と
企
業
誘
致・

中
小
企
業
振
興・農
業
新
展
開

　
多
く
の
企
業
誘
致
を
実
現
し
、県

版
経
営
革
新
で
県
内
8
0
0
社
を
支

援
し
ま
し
た
。４
年
間
で
１
万
人
超
の

雇
用
を
創
出
し
、求
人
倍
率
は
昨
年

末
17
年
ぶ
り
に
1
·
0
6
倍
に
達
し
ま

し
た
。梨
の
新
品
種「
新
甘
泉
」が
ヒ
ッ

ト
し
、種
牛「
白
鵬
85
の
3
」も
全
国
一

に
輝
き
ま
し
た
。

◇
国
内
外
に
広
が
る「
あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
」と
全
国
初
の
手
話
言

語
条
例
制
定

　
鳥
取
県
が
提
唱
し
た「
障
が
い
を

知
り
と
も
に
生
き
る
」あ
い
サ
ポ
ー

ト
運
動
は
国
内
外
に
拡
大
し
、
全
国

初
の「
鳥
取
県
手
話
言
語
条
例
」は

全
国
各
地
が
鳥
取
県
に
続
く
波
及

効
果
を
生
み
ま
し
た
。

◇
薬
物
濫
用
防
止
条
例
に
よ
る
危

険
ド
ラ
ッ
グ
対
策

　
全
国
に
先
駆
け
成
分
特
定
を
要
件

と
せ
ず
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
全
面
禁

止
す
る
条
例
を
制
定
し
、現
場
の
深

刻
さ
に
即
応
し
た
鳥
取
県
の
考
え
方

は
国
の
法
律
改
正
や
他
県
の
条
例
に

も
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

◇
子
育
て
・
教
育
の
充
実

　
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
や
少
人
数

学
級・土
曜
日
授
業
な
ど
、子
育
て・教

育
の
予
算
を
就
任
時
よ
り
も
2
割
以

上
増
加
し
重
点
的
に
施
策
展
開
を
図

り
ま
し
た
。出
生
率
も
1
·
6
2
に
急

上
昇
し
全
国
7
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
大
交
流
時
代
を
呼
び
込
む

　
鳥
取
道
全
線
開
通
を
は
じ
め
、県

内
両
空
港
増
便
や
香
港
等
の
チ
ャ
ー

タ
ー
便
大
幅
増
、国
際
ク
ル
ー
ズ
寄

港
急
増
で
大
交
流
時
代
を
呼
び
込

み
、海
外
宿
泊
客
も
過
去
最
高
の
年

間
３
万
６
千
人
に
上
昇
し
ま
し
た
。

◇
山
陰
海
岸
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認

定・自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
80
万
ｋｗ

　
山
陰
海
岸
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
を

実
現
し
エ
リ
ア
拡
大
も
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
ま
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
促
進
し
、メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
で
、震
災
前

よ
り
20
％
増
の
80
万
ｋ
ｗ
レ
ベ
ル
ま

で
向
上
し
ま
し
た
。

◇
借
入
金
1
2
0
0
億
円
減
な
ど

財
政
健
全
化

　
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
な
が
ら
も
、

大
切
な
基
金
は
減
ら
さ
ず
に
、実
質

的
な
借
入
金
残
高
は
3
6
7
7
億
円

と
知
事
就
任
前
よ
り
約
1
2
0
0
億

円
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、予
算
編
成

の
黒
字
化
を
定
着
さ
せ
ま
し
た
。

　
自
然
が
豊
か
で
人
の
絆
が

堅
く
結
ば
れ
た「
ふ
る
さ
と

鳥
取
県
」こ
そ
、地
方
創
生

を
リ
ー
ド
す
る
約
束
の
地
で

す
。高
速
道
路
整
備
や
産
業・

雇
用
創
造
、移
住
の
飛
躍
的

増
大
、手
話
言
語
条
例
、危

険
ド
ラ
ッ
グ
厳
罰
化
な
ど
を

進
め
、同
時
に
財
政
健
全
化

も
実
現
し
ま
し
た
。改
革
の

先
に
、鳥
取
の
元
気
を
創
り
、

鳥
取
の
誇
り
を
確
立
す
る

道
が
開
け
ま
す
。

　
私
、平
井
し
ん
じ
は
県
民

と
と
も
に
、上
を
向
い
て
鳥

取
を
変
え
ま
す
。鳥
取
か
ら

こ
の
国
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

／1961年9月17日生平井 伸治 ひらい しんじ

 1984年 3 月 東京大学法学部卒業
 1999年 7 月 鳥取県総務部長を拝命
 2001年 6 月 全国最年少で鳥取県副知事
 2007年 4 月 鳥取県知事選挙初当選
 2012年 11 月 中国知事会長に就任
 2015年 1 月 全国知事会副会長に就任

［ 家族 ］
妻・りえと息子二人
［ 趣味 ］
家族のためにそば打ち
水泳
［ 座右の銘 ］
人は城、人は石垣、
人は堀

２
期
８
年

 

平
井
し
ん
じ
の
歩
み

（この選挙公報は、候補者から提出された原文を写真にとって、そのまま掲載したものです。）

平成27年4月12日執行

鳥 取 県 知 事 選 挙
鳥取県選挙管理委員会

（
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

投票時間　午前7時から午後 8 時まで
（　　　　　　　　　　　　　　　）

投票日 4月12日㈰

ただし、一部の地域では、投票所の閉鎖時刻を　
繰り上げるところもありますのでご注意ください。



平成27年4月12日執行

鳥 取 県 知 事 選 挙
鳥取県選挙管理委員会

（
裏
面
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

鳥取県知事選挙

（　　　　　　　　　　　　　　　）　ただし、一部の地域では、投票所の閉鎖時刻を　　
　繰り上げるところもありますのでご注意ください。　

県内市町村の選挙人名簿に登録されている方が、県内の他市町村

に住所を移しても、市町村が発行する「引き続き鳥取県の区域内

に住所を有する旨の証明書」を提示することで、投票することが

できます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

投票に関してご不明な点は、お近くの市町村選挙管理委員会へお問い合わせください。

投票日 4月12日㈰
投票時間 午前7時から午後8時まで


